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地
域
で
考
え
る

認
知
症

情
報
や
悩
み
を
共
感
で
き
る
場
所
を

敦
賀
つ
な
が
り
カ
フ
ェ

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
な
の
？

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
見
守
る
取
り
組
み

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

も
し
自
分
や
家
族
が
認
知
症
に

な
っ
た
ら
―
―
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
そ
れ

は
、
多
く
の
人
が
不
安
に
感
じ
て

い
る
こ
と
で
す
。

困
っ
た
と
き
に
、
み
ん
な
で
支
え

合
え
る
ま
ち
、
社
会
で
あ
る
た
め

に
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

認
知
症
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

で
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ

た
り
働
き
が
悪
く
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
記
憶
・
判
断
力
の
障
害

な
ど
が
起
こ
り
、
生
活
す
る
上
で

支
障
が
出
て
い
る
状
態
（
概
ね
６

か
月
以
上
継
続
）
を
い
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
発
症
率
は
高
齢
に

な
る
に
つ
れ
高
く
な
り
、
現
在
、

65
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
が
、
認

知
症
と
そ
の
予
備
軍
（
※
）
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
約

４
，９
０
０
人
が
認
知
症
や
そ
の

予
備
軍
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
「
認
知
症
ほ
っ
と
け
ん
ま
ち
敦
賀
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で
す
。
い

つ
、
自
分
や
身
近
な
人
が
認
知
症
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
、認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
に
な
る
と
本
人
も
そ

の
家
族
も
、
悩
み
や
不
安
を
誰

に
も
相
談
で
き
ず
に
、
抱
え
込

ん
で
苦
し
ん
で
し
ま
う
方
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
認
知
症
の
人

と
そ
の
家
族
を
支
え
る
た
め
に

は
、
こ
う
し
た
認
知
症
の
悩
み

や
苦
し
み
を
打
ち
明
け
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
を
共
感
で
き
る

環
境
を
は
じ
め
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
も
て
る
社
会
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
今
年
度
、
認
知
症

や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の
相
談

の
場
や
、
認
知
症
の
知
識
を
学

ぶ
場
と
し
て
「
敦
賀
つ
な
が
り

カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、

認
知
症
に
つ
い
て
の
不
安
の
あ

る
方
や
地
域
の
方
な
ど
誰
で
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
同
士
の
情
報
交
換
、
交
流
の

場
と
し
て
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
を
飲
み
な
が
ら
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
は
「
介
護

し
て
い
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
た
け
ど
、
皆
さ
ん
と
お
話
で

き
て
う
れ
し
い
」
や
「
楽
し
い

時
間
で
、
ま
た
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
定
期
的
に
開
催
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

身
近
な
人
の
認
知
症
へ
の
理

解
や
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け

は
、
本
人
や
そ
の
家
族
に
と
っ

て
と
て
も
心
強
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
支
え
と
な
る
の
が
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

「
な
に
か
」
特
別
な
こ
と
を
す
る

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏

見
を
持
た
ず
、
認
知
症
の
人
や

家
族
に
対
し
て
温
か
い
目
で
見

守
る
「
応
援
者
」
で
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
市
が
行
う

養
成
講
座
を
受
講
す
れ
ば
誰
で

も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
記
憶
力
や
判
断
力
な
ど
の
認
知

機
能
の
低
下
は
み
ら
れ
る
が
、

ま
だ
日
常
生
活
に
は
支
障
が
な

い
状
態
の
こ
と

■
認
知
症
の
症
状

　

代
表
的
な
症
状
は
記
憶
障
害

で
す
。
体
験
し
た
こ
と
自
体
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
も
の
忘

れ
の
自
覚
が
な
か
っ
た
り
と
周

囲
で
起
こ
っ
て
い
る
現
実
を
正

し
く
認
識
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
本
人
の
性
格
や
環

境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡

み
合
い
、
う
つ
状
態
や
妄
想
な

ど
心
理
面
・
行
動
面
の
症
状
も

現
れ
ま
す
。

■
早
期
発
見
が
大
切

　

認
知
症
は
、
早
く
気
づ
き
、

治
療
や
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
、

認
知
症
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

講
座
修
了
者
に
は
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
方
に

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
・
職
場
・
学

校
の
ほ
か
、
お
友
達
や
グ
ル
ー

プ
へ
講
師
を
派
遣
す
る
出
前
講

座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
講
座
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、

介
護
保
険
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

地
域
で
支
え
る

正
し
く
知
る

認知症のサイン

（早期発見のポイント）

増えています！認知症サポーター

「オレンジカフェ・どんぐり」
どんぐりの会では、昨年６月
から、月１回開催しています。
詳細は、どんぐりの会（ 090-
5685-6105）までお問い合わせ
ください。

● 以前より頑固になった
● 人付き合いが苦手になり、

閉じこもりがちになった
● 服装等身だしなみを気にし

なくなった
● 同じことを何度も繰り返し話

すようになった
● やさしい計算でも間違える

ようになった
● 「あれ」「これ」などの代名

詞をよく使うようになった
● 新しいことを覚えられなく

なった
● 今日が何日か分からなく

なった

問合せ先　介護保険課　☎ 22－ 8181

「オレンジリング」
認知症サポーターの証

ボランティア団体でも

　地域のほか、子どもたちにも認知症の
理解を深めてもらうため小中学校でも開
催してます。受講した子どもたちから
は「認知症になった本人が一番つらいと
いうことが分かった」や「認知症の人に
会ったら不安にさせないで優しくしよう
と思った」との感想が聞かれました。

市の認知症サポーター
6,689人

（平成 27 年 12 月 28 日現在）

飲み物を片手に参加者同士の交流 敦賀市立看護大学の先生の講話
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権
利
を
守
る

　

近
年
、
高
齢
者
や
判
断
能
力

の
不
十
分
な
人
に
、
必
要
の
な

い
契
約
を
結
ば
せ
た
り
、
言
葉

巧
み
に
商
品
を
購
入
さ
せ
た

り
、
悪
質
な
事
業
者
に
よ
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分

に
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ
て
も

正
し
く
判
断
が
で
き
ず
に
契
約

を
結
ん
で
し
ま
い
、
悪
質
商
法

の
被
害
に
あ
う
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

敦
賀
市
で
も
、
高
齢
者
を

狙
っ
た
悪
質
商
法
の
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。

敦
賀
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

の
全
相
談
が
こ
の
３
年
間
で
約

1.6
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぎ
、
法
律
的
に
権
利
や
財

産
を
守
り
支
援
す
る
制
度
と
し

て
成
年
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は
ど
う
い
っ
た

制
度
で
す
か
？

判
断
能
力
が
低
下
し
た
認
知
症
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
財
産
管

理
や
契
約
等
を
本
人
に
代
わ
っ
て

後
見
人
が
お
手
伝
い
す
る
制
度
で

す
。
後
見
人
を
裁
判
所
が
選
任
す

る
と
い
う
面
で
も
安
心
で
き
る
制

度
だ
と
思
い
ま
す
。

成
年
後
見
人
の
役
割
は
？

財
産
管
理
や
身
上
監
護
な
ど
で
、

本
人
の
困
っ
て
い
る
こ
と
を
解
消

し
権
利
を
守
る
こ
と
で
す
。
後
見

人
は
、
本
人
の
利
益
を
考
え
、
本

人
を
代
理
し
て
預
貯
金
の
管
理
や

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
を
適
正

に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
徳
商
法

の
被
害
に
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

後
見
人
が
取
り
消
し
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
私
は
専
門
職
と
し

て
、
財
産
管
理
や
遺
産
分
割
な
ど

法
律
面
で
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

後
見
す
る
上
で
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
？

本
人
に
と
っ
て
一
番
良
く
な
る
こ

と
・
利
益
と
な
る
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
後
見
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
人
と
話
す
と
き
は
、
意

思
を
く
み
取
れ
る
よ
う
に
同
じ
目

線
で
話
す
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
後
見
を
し
て
い
く
中
で
、
本

人
や
家
族
の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く

れ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
制
度
を
考
え
て
い
る
人

に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

高
齢
者
が
増
え
て
い
る
中
で
、
今

後
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
人
が
多

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
将
来
の
こ

と
を
考
え
て
、
自
分
や
家
族
の
権

利
を
守
る
予
防
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

増
え
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

成年後見人　弁護士

　山
やまぐち

口　征
ま さ き

樹  氏

ひ
と
り
暮
ら
し
で
頼
れ
る
人
が
い
な
い
―
―
。

認
知
症
に
な
っ
た
ら
生
活
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
―
―
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
の
制
度

の
ひ
と
つ
に
成
年
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申立て
本人の住所地を管轄する家庭裁判所（本市
の場合は福井家庭裁判所敦賀支部）に申立
てます。家庭裁判所にある申立書に記入の
上、必要書類を添付し提出します。

審判、成年後見人等の決定
家庭裁判所で審判し、成年後見人等を決定
します。調査官が、本人の判断能力や生活
状況を調査、確認し、成年後見人に最も適
切と思われる人（配偶者や親族、法律、福
祉の専門職など）を選任します。

後見等の開始
成年後見人等が、本人の意思を尊重し、身
体や生活に配慮しながら、本人に代わって
財産管理や契約などの支援を開始します。

成年後見制度の流れ（法定後見制度の場合）悪質業者の手口
利殖商法催眠商法点検商法

「必ず儲かります」「あなただけ
特別」などと契約を勧め、未公
開株や分譲マンションなどの購
入を勧めてきます。複数の人物
が登場する「劇場型」や公的機
関を名乗り信用さ
せる「装い型」な
どがあります。

無料プレゼントや安価で生活必
需品を販売し、購買意欲を高め
た上で、あたかも貴重な商品を
安価で売っていると錯覚させて
高価な布団や
健康食品を売
りつけてきま
す。

「無料で点検します」と訪問を受
け、布団や住宅の点検を勧めて
きます。「布団にダニがいる」と
言って、古い布団を下取りし高
額な布団を契約させたり、「屋根
瓦が緩んでおり、雨漏りから家
が腐る」と言って、不安感を起
こさせ商品を販売してきます。

【消費者トラブルに関する問合せ先】
敦賀市消費生活センター（生活安全課内）
☎ 22－ 8115

◎
利
用
で
き
る
人

判
断
能
力
が
不
十
分
で
あ
っ

て
、
契
約
な
ど
の
法
律
行
為

を
自
分
で
行
う
こ
と
が
困
難

な
人

◎
申
立
て
が
で
き
る
人

本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内

の
親
族
な
ど

（
四
親
等
内
の
親
族
が
い
な

い
場
合
は
、
市
長
が
申
立
て

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
）

◎
費
用

　

▼
申
立
て
費
用

　
　

１
万
円
程
度
（
印
紙
、
切

　

認
知
症
な
ど
の
理
由
で
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
は
、
不
動

産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
の
管

理
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設

入
所
に
関
す
る
契
約
を
自
分
で

行
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不

十
分
な
方
々
を
保
護
し
、
支
援

す
る
の
が
成
年
後
見
制
度
で

す
。

　

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ

た
成
年
後
見
人
（
配
偶
者
や
親

族
、
法
律
や
福
祉
の
専
門
家
な

ど
）
が
本
人
に
代
わ
っ
て
契
約

を
行
っ
た
り
、
不
利
益
な
契
約

の
取
り
消
し
な
ど
を
行
っ
た
り

し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
受
け
ら
れ
る
支
援
内
容

▼
財
産
管
理

本
人
の
預
貯
金
の
管
理
、
不

動
産
の
処
分
、
遺
産
の
分
割

な
ど
財
産
に
関
す
る
助
言
や

支
援

▼
身
上
監
護

　

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

　

用
や
施
設
の
入
退
所
の
手
続

　

き
、
費
用
の
支
払
い
な
ど
日

　

常
生
活
上
の
契
約
の
支
援

　
　

手
代
、
診
断
書
な
ど
）

　

▼
鑑
定
料
（
医
師
の
鑑
定
が

　
　

必
要
な
場
合
）　

　
　

５
～
10
万
円
程
度

　

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
は
、

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
不

十
分
に
な
っ
た
人
を
守
る
「
法

定
後
見
制
度
」
と
、
判
断
能
力

が
あ
る
う
ち
に
自
分
で
後
見
人

を
選
び
、
将
来
へ
備
え
る
「
任

意
後
見
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

商品やサービスを勧められても、その場で決めず
「家族と相談して決めます」など契約は後日にし、
家族や消費生活センターなどへ相談しましょう。

市の消費相談件数の推移
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被害を未然に防ぐために知っておこう

interview
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敦賀市地域包括支援センター
「あいあい」

敦賀市地域包括支援センター
「なごみ」

基幹型
敦賀市地域包括支援センター

「長寿」
電　話 ☎ 22ー 7272 ☎ 21ー 7530 ☎ 22ー 8181

担当地区
北・南・西・松原・西浦・
東浦・東郷・中郷・愛発

粟野 必要時、各地域包括支援センターと
連携、協働し支援します。

成年後見制度の利用について、地域包括支援センターにお問い合わせください。

地域で考える認知症

1

2

3

成
年
後
見
制
度


